
【事業評価パターン（評価モデル）について】 

 

実施計画の事業に、以下の３つのパターンを当てはめて評価する。 

 

 

①積み上げ評価 

累計登録者数や延べ参加者数などが、５年間で段階的に上がり目標値を達成できる

よう設定されているもの。 

 

 

 

 

②年度単位評価 

年間の参加者数や、登録者数などが最終年度（令和 10 年度）の目標値を設定年度に

達成できるように設定されているもの。 

 

 

 

 

③削減指標評価 

待機児童数や要保護対象者の安全確保件数など、事案があることがマイナスで削減

していくことが目標であるもの。 
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累計数が毎年 10 ごと追

加されていき、最終目標
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令和 10 年度に 200の実績と

なっていることが目標のた

め、毎年度 200 を目標値と

している。 

資料５ 



 

≪評価区分（年度での評価）≫ 

区分 評価基準 

Ａ 

【80％≦達成率】 

目標（値）もしくは計画で設定した数値等を概ね達成す

ることができたもの。 

Ｂ+ 

【60％≦達成率＜80％】 

目標（値）もしくは計画で設定した数値等を達成できな

かったが、それに近い成果があったもの。 

Ｂ 

【40％≦達成率＜60％】 

目標（値）もしくは計画で設定した数値等を達成できな

かったが、基準値からは成果があったもの。 

Ｂ- 

【20％≦達成率＜40％】 

目標（値）もしくは計画で設定した数値等を達成できな

かったが、基準値からわずかに成果があったもの。 

Ｃ 

【達成率＜20％】 

目標（値）もしくは計画で設定した数値等を達成できず、

基準値からも改善がほとんど見られなかったもの。 

評価なし 

 

事業の未実施・中止などで、達成率の算出ができないも

の。 

 


